
4
答弁中の平松町長

一/般/質/問

うかがいます
　
現
行
の
ご
み
出
し
で
は
自
宅
か

ら
離
れ
て
い
る
ゴ
ミ
収
集
場
所
へ

高
齢
者
の
方
が
持
ち
込
む
に
は
負

担
が
大
き
い
と
考
え
ま
す
。
重
た

く
な
る
の
で
あ
え
て
大
袋
を
使
用

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　
高
齢
化
が
進
む
中
、
自
力
で
ご

み
出
し
を
す
る
こ
と
が
困
難
な
状

況
に
あ
る
世
帯
が
増
え
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
宅
の

玄
関
前
な
ど
に
置
く
「
ふ
れ
あ
い

収
集
」
を
環
境
省
は
推
奨
し
て
い

ま
す
。
高
齢
者
等
世
帯
に
対
す
る

ご
み
出
し
支
援
を
積
極
的
に
取
り

組
む
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
令
和
４
年
４
月
30
日
現
在
の
須

恵
町
の
人
口
２
万
９
２
０
６
人
中

７
７
０
６
人
（
26
・
38
％
）
が
65

歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
で
す
。

　
当
町
の
収
集
方
法
は
、
収
集
経

路
の
道
路
状
況
や
作

業
効
率
を
考
慮
し
て
、

混
在
方
式
と
な
っ
て

お
り
、
一
定
の
年
齢

に
達
し
た
方
を
戸
別

収
集
に
切
り
替
え
る

こ
と
は
、
人
員
及
び

収
集
時
間
の
関
係
で

困
難
で
す
。

　
し
か
し
、
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
ご
み
を

運
ぶ
こ
と
が
困
難
な

「
ふ
れ
あ
い
収
集
」
を
取
り
入
れ
て
は

男
お

澤
ざ わ

 一
か ず

夫
お

  議員

地
域
力
を
活
か
し
て

問

世
帯
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
須

恵
町
独
自
の
地
域
力
を
活
か
し
た

方
策
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　
高
齢
者
を
含
め
た
日
常
生
活
に

支
援
が
必
要
な
方
で
、
介
護
認
定

要
支
援
１
・
２
の
方
な
ど
は
、
介

護
保
険
制
度
を
活
用
し
た
訪
問
型

サ
ー
ビ
ス
A
事
業
（
須
恵
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
）
を

利
用
し
、
ご
み
出
し
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
の
地
域
の
中
に
は
、

ご
近
所
で
ご
み
出
し
の
手
伝
い
を

さ
れ
て
い
る
状
況
も
一
部
把
握
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
人
が
お
互
い

に
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
は
、
高
齢

者
の
見
守
り
や
社
会
的
孤
立
の
防

止
、
ま
た
は
要
支
援
者
の
把
握
に

も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
、

ご
み
出
し
を
含
め
た
日
常
生
活
支

援
な
ど
の
情
報
と
課
題
を
収
集
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
介
護
予
防
や

日
常
的
な
困
り
事
を
協
議
で
き
る

場
を
つ
く
り
、
地
域
の
方
々
と
課

題
解
決
に
向
け
て
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
の
課
題
の
一
つ
に
、
高
齢

者
の
ご
み
収
集
の
問
題
が
あ
る
と

思
っ
て
い
る
方
は
た
く
さ
ん
い
る

と
思
い
ま
す
。
ト
ー
タ
ル
的
に
福

祉
を
捉と

ら

え
る
と
、
地
域
の
こ
と
は

地
域
の
方
々
に
生
き
生
き
と
目
的

を
持
ち
な
が
ら
解
決
し
て
も
ら
う
。

そ
れ
が
、
今
、
第
三
小
学
校
で
や

っ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
証

実
験
で
す
。

　
行
政
と
対
等
の
立
場
で
、
住
民

福
祉
に
つ
い
て
事
業
を
行
え
る
組

織
を
作
る
。
組
織
と
し
て
、
そ
の

地
域
の
問
題
解
決
を
す
る
仕
組
み

を
つ
く
り
上
げ
な
い
と
高
齢
者
対

策
に
な
ら
な
い
。
そ
の
中
に
、
ご

み
収
集
問
題
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

環
境

答
平
松
町
長

答
平
山
地
域
振
興
課
長

答
安
河
内
福
祉
課
長
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令和４年第２回臨時会が５月20日に行われ、審議の結果、提案された
議案９件を原案のとおり可決・承認しました。

※すべてのページにおいて金額は１万円未満を切り捨てています。

　
年
度
末
に
交
付
決
定
さ
れ
る
交
付
金
等
を
も

と
に
、
決
算
見
込
み
に
よ
る
調
整
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
歳
入
で
は
、
地
域
産
品
基
準
の
見
直
し
等
で
、

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
が
４
億
７
１
９
４
万
円

の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
決
算
見
込
み
に
よ
る
調
整
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
（
赤
字
補ほ

填て
ん

分
）

に
つ
い
て
は
、
２
６
２
０
万
円
の
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
決
算
見
込
み
に
よ
る
調
整
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。 令

和
３
年
度
須
恵
町
一
般
会
計

補
正
予
算

３
億
４
１
４
１
万
円
を
減
額

総
額
　
１
１
６
億
７
３
１
４
万
円

 

専
決 

　（
全
員
賛
成
で
承
認
）

令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

1
億
６
０
６
万
円
を
減
額

総
額
　
29
億
４
５
３
０
万
円

 

専
決 

　（
全
員
賛
成
で
承
認
）

令
和
３
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

９
２
０
万
円
を
減
額

総
額
　
11
億
８
４
８
万
円

 

専
決 

　（
全
員
賛
成
で
承
認
）

そ の 他 の 採 決 結 果
須恵町税条例等の一部改正　 専決
（�地方税法等の改正にともない、当該条例においても所要の改正を行う。住宅ローン控除の延長にともなう
措置、省エネ改修に対する固定資産税減免措置の対象となる工事要件の拡大など。)

全員賛成で承認

須恵町国民健康保険税条例の一部改正　 専決
（�医療給付費の増加が見込まれる中、保険税負担の公平性を確保するため、基礎課税額や後期高齢者支援金
等課税額などの限度額の引上げを行う。)

全員賛成で承認

一般職の職員の給与に関する条例の一部改正
（�令和３年の人事院勧告に基づく、一般職の職員の給与に関する法律の一部改正にともない、期末手当0.15
月分の引下げを行う。令和３年度の引下げ分については、令和４年６月の期末手当から減額する。）

全員賛成で可決

須恵町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
（�特別職の職員の給与に関する法律の一部改正にともない、議員の期末手当0.10月分の引下げを行う。令和
３年度の引下げ分については、令和４年６月の期末手当から減額する。）

全員賛成で可決

須恵町特別職の職員の給与に関する条例の一部改正
（��特別職の職員の給与に関する法律の一部改正にともない、町長・副町長・教育長の期末手当0.10月分の引
下げを行う。令和３年度の引下げ分については、令和４年６月の期末手当から減額する。）

全員賛成で可決

須恵町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正
（�一般職と同様に、令和３年度分の期末手当0.15月分を令和４年６月の期末手当から減額する。ただし、保
育等の公的部門における処遇改善事業の実施対象となった職種については、改正前の規定を適用する。)

全員賛成で可決

　須恵町議会では議会改革の取組みの一つとして、平成
30年９月定例会からタブレット端末を導入しています。
　議会でのタブレットの導入や活用について、２つの町
議会から視察に来られました。

東北町議会のみなさんと

■５月10日（火）粕屋町議会
　　　　　　　　（総務建設常任委員会）
■６月17日（金）青森県東北町議会

視察
来町
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